
〇〇年〇〇月〇〇日 

第１回 理数探究科 探究協働会議について（予告） 

                                     

１．行 事 名  第１回 ２年 理数探究科 探究協働会議 

 

  ２．目  的  生徒の設定した研究テーマや研究手法に対して、専門家からのアドバイスをもらう 

 

  ３．日   時  令和〇年〇月〇日（金）１3：００～１5：１０ 

 

  ４．実施会場  若狭高等学校 物理室Ⅰ・Ⅱ 

 

    ５.  講  師   

 

 

    6.  そ の 他    当日の流れについては後日配布 

 

７．事前準備  ① 事前提出用研究概要用紙 （提出締め切り：〇月〇日 (月) 17:00 まで） 

デジタルデータで作成してください（裏面参照） 

          形式：Ａ４用紙２ページまで可（A4 裏表 1 枚まで） 

          7 つのセクションに分けて研究概要を作成してください。 

          １．研究テーマ, ２．研究テーマの背景, ３．研究目的, ４．研究方法・理論 

          ５．結果・考察(予備実験など), ６．参考文献, ７．講師に質問したいこと 

                   （写真やグラフなども必要であればその中に載せてもよい） 

          ※結果が出てないチームは 5 番は省略してよい。 

 

        ② 当日, 説明用追加資料（必要があれば）(締め切り：〇月〇日（金）当日まで) 

          実物や, 参考にした論文や講師に研究内容を説明する際に補助となるスライドや

     道具などが必要な場合は当日までに準備してきてください。 

           

  



〇〇年〇〇月〇〇日 

第１回 探究協働会議 研究概要 （例） 

福井県立若狭高等学校  ２年２組  メンバー：                 

１．研究テーマ 

  ○○の○○に関する研究 

 

２．研究テーマの背景 

  今日, ○○が日本全国で問題となっており, ○○の有効活用が注目されている。そこで, ○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

３．研究目的 

  我々はこの○○に注目し, このことで生み出される○○を有効活用することを目的としている。 

  先行研究から我々は○○をすれば○○が有効活用できるのではないかという仮説からである。 

 

４．研究方法・理論 

  先行研究の○○に従い, 我々の仮説を検証するためにこのような研究理論が成り立つと考えている 

  １．○○を○○に行い○○に○○する 

  ２．○○を○○にすることで○○が得られる。 

  ３．得られた○○を○○に抽出することで目的である○○が得られる。 

  材料：○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

  方法 

  ① ○○を○○して○○することで○○が得られる 

  ② 次に○○を○○して○○などをする 

  ③ 最後に○○を○○する。 

 

５．結果・考察 

  （表・グラフ・データやその結果について, 予想との差違について考えられることについて書く。） 

６．参考文献など 

[書き方] 

書籍： 著者, 書名[, シリーズ名], 出版社[, 出版地], 発行年[, ページ]. 

論文： 筆者, 表題, 雑誌名{, 巻号}, 発行年月{, ページ}. 

学会発表： 筆者, 表題, 会議名{, セッション名}, 開催年月日. 

新聞記事： {筆者, }見出し, 紙名[（夕刊）], 年月日[, ページ]. 

 

７．探究協働会議講師に質問したいこと 

  我々が考えた仮説どおりに実験方法は検証方法的には妥当なのか？ 

  現在, ○○が問題になっているが, 有効活用によって○○問題は解決できると思いますか？ 

  ○○装置を使ってこのような実験を行いたいがもっと簡略化する方法はあるのか？そのような装置を貸し

てくれる施設や専門家をご存じですか？ 


